
秋季年曾アブ ス ト ラ ク ト

10月 16日， 17日 の同町，京大E手術物F聖書宮田量生省EでfJI4飽き れた本年度秋季五が千干のアプλ ト?ク 1・を紹介する.

f女!在天文与さと太陽スペクト ノLのシンポジアムは 17日の今二後並行に121泊・れた.本自己破は綱m係がまと めたもので，

従って文貨はナベて係にある. 出1l71:'/S'1ま!羽目とも 100名を越え主主令であフた. なお笥千平をお駁し、したのは次の時

l¥でわる.

〈第 一日〉 能l苛，~主主注，山本，早乙女

〈第 二 日〉 大'(jて，鏑木

第 1目

先ず憂谷川一郎氏 (111上天文様):土宏、都の!お棋際里占

たる春分里占乃補正値を求める需にMorganが倣ーった材

料を色~い，それ等主:1'千天殴匂， 千千filîliHリ1m・械傍にまとめ

て相互の系統的な相注な(HJ.とする様に努め Newcomb

の春分駄に射する補正和r，として ー0.035+0.059(T-

1919)を得た.誤差(まjJii::K:t0.002 t走者二!:0.015.

次にE廃液重次氏 ・伊奈辰之氏 ・)11井誠一氏〈京大規〉

{土木1f.2月 14日の部分日食の際に，花山天文豪タ y

グ現;虫鋭乃直接7志野iで食品IiHIj後に撮影した潟民力内 4

枚に就て月のプロアィノL 主~il!リりぬ7来の Hayn のプロ

フィルと比較して，それは月縁心大慢の傾向だけを表

すもので箆際はもっと1%"IJ.l臼jし〈最大 2"税度乃穫が

認められると結論した. 古)11駿一郎氏〈京大理〉は

1953 a Makros-Honda =1':¥:尽の軌道を 四月， IX月に

McDonald及び Yerkesで得られた翻測を用いて距

獅型化の方t241で改良を行い，助物械に近い非常に長掴

期の楠閤軌道を得た. 残長 10"以内.守主R-A氏。1j(

E各部)は掩蔽計算の鈎jli't!江:一方法を採集した・即ち月

の、地心位i置からi直接腕伎町を出し，此の月の鰍泌が島

と鈎する時刻を掩II&のJI!i刻と考えて猿報数約を行う

と， ‘従来JつBesselのブ，11;にiとし計算形式が簡.mで時

間も早い. 叉等縁施d説心強穏にも利用/:H来る. 文~:ll(

~.Eモ ・大協.明氏 (7k路部) /土海上の泌距肉tt乃俊治:正

像になるか草~，土倒像になるかを決定するfþ'i勘助融 ζJ方

松式をp 海間附近乃干f，'度分イ行方~'1<'}併でご次曲線，それ

よみ上では-5さであると似定して求めた .克同比のIII!
綿が頂慰を有する{際{'IーをIIJし，硯;UI)*占J長から続絡め街、

ど度分布係放を求めた.安田春雄氏 .0主義男氏〈東涼天

文事長〉は正予lp;極策内の千千駄に於iナるiA1l度の嬰化<l)iiJ¥態

を測定した結果から準内で光路のM折する大L、さを求

め，.i，態度経の大きな時で， 仰の天JH距附'!700 紘勾所

定夜間は 0."2 程度~IUJは 0."4 J:"iH変の補正を翻測さ

れた赤綿花柳える事が必要である事を泌べた.

十分間乃休みの後， ~ 、ずれも締役2翻illi)IYrf)次乃祁氏

の締簡に移った.先づ池悶徹郎氏・{土昨年L川次期作伶に

~<';第二穏として， 1923年-1932年の 10年1l11.!)観

測結果から氷樗の策医傾斜を;Rl.;，此の糾問頃斜沙諸品

度堕化の観測結裂に及ぼす影響{ま一部分ノ')--，pJ;・で附ん

ど影響のなし司王を-;f，した.弓滋B:/主狩・泌天m悦b水銀、

白羽のi'tI肢が南北で}R，ることに因って糾l交問測に'-1::ずる

系統的決悲の大さを制べた.iAl1度控{ま最大 2，8"，Cで

i守口じの滋JJi勾聞は附夜で 0."026， 之から浮!Ifj.火山俄

の純度と貨総翻測から求めた副首との差(士 一0."59で翻

測から求めた依との設は -0."59で間測から決めた同

者/)詮にほぼ等しい.樋前調E美氏(ま 1923-1934の悶

測から伊W/l，~- 伊B/W が観測者に依ってどの秘!t，k傾向

を有するかを調べた.~乃結J従事T鵡}ヰ17ミfì'(儀に批ても

各翻Jt同ftこ)沈てもその平均値{土涯でおつ 'C，これは

他の脱却リ所にはな<7.1¥1，取にだけ起る捕であ る と辿べ

た.高木建次氏は阜の閥位置に 0."001ら精度・を持た

せる鵡には現夜省E存されている明を持l吟味しな〈ては

ならなL、こと，此の際特殊相測体の補正絡も必裂であ

ること，叉太陽税接{ま 0."001迄Af>uiに知らなくては

ない;!1Jを示した.須;11カ氏は制度関化に於けるAの年

周綱ぎをの補正をす、締に約して行う場合， 従来の Roos

に依る純度農の念来の，zl.(.均乃等級及びIJtl有巡瑚から

得られた平均の制髭を補正として係}刊 した{，ciと，Van 

Rhijねり式に蔀〈各併4jJの平均湖援に務〈補正仰との

聞には廷がある. 第六及び第七の1作に於て特に大~<

これがZ項に修饗して 8月4))み自立を O.勺06fli.大き

〈している. 従って Ross 項み碍吟~ととjJ;に勾'4，盟籾髭

も吟味すべ舎でゐるllJ守地べた.服部忠彦氏は，グp

zジ，ヲシ :/1・ν共 20-.30:1下位の2f均な取る と ~r.. tij 

健化のZ顎{ま桜花jしないが，政令:の平均を取るl侍{ま矢

眠り校在する.然し;Tl;J)f.立相がffす捌により炎然艶イじす

る鰭会餓として明えるの7!，年fi'i)啄i.T)fも;柑が嬰イじする

時期{ま剛者必ずしも-iiせず，従って制度艶化tこ;ttの
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民{悶があるとはJZえられペレ.又気象によ るもの'Cも

なL 、引が;'Jかり多分尽の{な{符及びプく文名?教に大~ ;'工島{

閃があるらしL‘え述べた.

Jìil乏に森JII光郎氏 (1~i"ii私設};.)はほの>.'，úW:ぬ(ú(:~

と等級}闘係 ら~J!(験よな11今I!.+ミし， !~V;え::fL朔:勺，(.みx.えJ

l事惰棋連のみを巧えて， Scheinerの式を，淀明する1..3

に乳剤介。・〉光のf4i怖が満足すべき式を求めた.

第 1fl午後 .> t-訴の荷íl〆ドは犬文;r.~，岐について，後〆ドJま

xw.ヵr保およひ:'1"(以来)J):i¥fこづL、ての:t目立至。ヨたがあっ

た，

先ず足立BI走くん|以 には)I土，;tA;作ノ))，Lf切f防機に

ついて説明し，それによって併し、たl''(1Iii60cm，球而i

Jド1!i!3m )バイレソタ λ鋭心テス 1・ *:'i~~を報{fr， ítfl~ 、

て昨年不正 パrfT'C設必した色il'lメιλ カλ ・シA ミッ

トについ.c/1制仰をむった.々に上回Uf，石塚陸，湯

浅吉11"そ氏く!H~J kl防御ìJIリJ河川主， コロナグラ 7;設定{ι

1詑をð-める 11 的，(.;泣計製作したj(~'fiの1[~" を)Ii~ 、てこ:

三乃i加測を行ったit.'i~~，この十m-liÆが1-1 1均に迦うもので

あることをf，fl~~したむねをえlliべた.三谷哲康氏 (.(E山

天文;策)(土，-j以・1与一般に利Jf1され始めたり.ú:!~乳剤に針

するノ1<$J~;'ぷ主~1f'r:1お訟なHU!fú院に!{/!"j則することに北f!=1

し，合(，n.~吃似約 10 f仰説lこ到し水ZHJfr!iぷな絡したもの

とそうでないものを凡J \. 、てニIt.ttli.B!jlfを~1'í~2接した粘泌を

比較して，jH威力救~~ -â:'欽I，t的に示した. 制L 、て小林

..iEi王(J)(}，.fJH)(土本年利引ド合に滋ぶした設計怖の

1/.コ縮尺で試作し/ど1':(袋色消型シ品ミッ トカメラな持

診して説明し， この日作品と， 同保ス ケールの'i~'i泊型

カメラ・で倣った島田'fúrnを比較して，その明る ðを7f~

した.

飯...氏 Ou;;r;火文是正D/ま，7k，ji~l'析"の沙~比較

の錦に設汁先l点したピー ト・カ ウンターにつL、て波災

した. そゆ精度{主主r測J)粘:!+~士0.0005 msとL、う向

性0151コもので，1I.'f:nの沙}Jf:挫化 1ms/d ，主8分ぐら

いの紐1I~11I1 で抑1I\/lJl'lgのH.Iでらゐ. ~貸し、て同氏とカ日勝

旗.ß民，松本1事泌氏 (~r広沢文桜〉のj~fjl]!iJl先になる ，

7k品|時間・比較を主lMíl~~rlHI由紀Z!kーするがI袋町吋J年治につL、

ての総聞があった. このi撚t招日

m悶1沼sと‘つことでで.ある.

~属疋久，吉成正男，嵩t也恵三氏 (東ぷ天文京〉 は

光也・子tl'!d!1こつL、て報告し，}均史的に悶!iEスリットを

1mllilniにおきその後の光来をファ μで陶削させて 2

kc/sつ交流として榊問機に結く投i託で貸験した結果，

8問問 つ翻illリからの1清陵(ま限税関測っ税度でまだまだ

不測の尚宏池べた.制いて虎尾氏と深谷カ之助氏{土木

年 5月に完成したJlr京天文楽JコPZTにつL、て，最近

試験的に仰られた観JI日材料からその精度をみ1べた結

採，.!止による釆*Jtft1.決左が認められ，文像の形，大fE
d，位絞の移:品。J主主}Jt等:土良好であるむねを報告した.

以上'(:ーズ文r崎正;U1係乃泌演は終り， ~~I士宮地政司氏

(.lI[J~(天文ょのが，分子線f羽波数をイミ箆として， よれ

をlfi;:j{'IIFと比，v.去する場合の;;122について考探した結来

をE重点し，!JU(では，その精度が71<品!侍汁の 10-6 の

殺lJrをそれれ!にひきはな:す所まで行っていないことを

支払べた， ~i'l \. 、て I.j)氏{ま， 根直線偏l.~iJ: I三Lf紛ぜ槌瓜1)およ

びt(it必槻;1111に及{ます影響 d.lを解析し，日本の場合に

針するその他および，この d.lを考l在した場合の:1，止近

の日本のi旬以リのO-cを次のように求めて日本の絡級

制測の簡際的不一致がflliUtリの不政かさによ るもので-は

なL、ことを説明した.

・了・"l"，k@d)Wlリに制して d.l=+O，"21 O-C==+O，"l! 

2奄磁翻測に到して

(浴入)=+0.17-0，05coSa 1 
~ = +0，"12 

〈出現)= +0，09 -0，05 cOSa: J 

次いで夫担):}~努乃綿古賀に入 り，まず銅ロ直稽氏〈東

京天文;必)/主催i出副を説明する試みとして，地球 つが:t

性主恥"..7.:迦!.Mを求め，その中に含まれる務項乃悦i貨を

しらべた給札 口 長年顎{ま地球自問速度堕化と同般

の以問によるらしい. 2) 年遡~lは出{主主軸 ノJ北極ヵ;

多捌太平洋イWfK:.Mくために生じると思われ，~~"の!凶開

方/I"Jやその政子{土不規則て‘ある. 3)チャン ドラー遡

期のni¥，、時には小企<， 叉形{ま鑓化する. 4)雪量l飴顎

は 0.4-0，6年の堕化しやすい遡期で北極が時計方向

に動〈泡mめをゐらわし，チャンドラー週期の不規則性

はこの到によるものら しい，とL、う結論を示 した.高

木重量次氏〈制度観測所)Iま三軸不等とした剛位地球の

輩訟な!1lIJ趨!論を漫表し， 赤道商内の商慣性主軸の([(1;し

いときくA=B)Iま， その結果が Oppolzerの求めた

式と先金に一致することを示した.大臨直明氏 (7)(絡

部)/ま|ω輔の迎い流血球に到し，手占性と鹿首.~性を考慮

して内郊の流れのill!動方程式を作り，これを太陽に服

用して，TFJ皮およひ:ildls:分布の簡単なモデルのいくつ

かについて解を求めた結栄を次のよう に設表した.

1)波間ii組m:の綿1ftーによる不等{玄関められない.2)内

部の総度分イn/土袋町角速度の分布に比較的よ く1-1J< ， 

3)極 とす遭の角速度の差{ま粘性係数 μ に逆比例し，

観世IiJから μ を逆算すると 3.01x10"c.g.s. となっ

て，この場合分子粘性でなく渦動粘性によることが結

論8れる.

脅木信仰氏〈東大部1)1ま春の年舎に額いて相針疋三

角形平衡勤附i1tの迩l励について述べ， characteristic 
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exponentの中に箆数綿分{土，小さなμに裂すしては般

心王将に闘して4次迄(土現われないこと， 十分z干ド4叙t対y!瓢弘肪釦ilにこ
j託丘い時に{はまj近丘日里弘占ilは主科粁.i!動B似助Ijする可能1倒性当生:のあることをd刀ぶJ只;し

た. 次に省在自秀氏(.~[ )j'(天文;~) も-mi舵!に制いて

Flora， Eos， Coronis， Themisの諸放乃附近にある小

惑星の安定額援を，問手i掛心不，I司千i軌道問j傾斜角の

自飛を引敏として求めた結泌を設炎 した.

・仮星系カE容に闘してはまず葛瀬支志郎氏〈司!JI'C天文

護〉が，星間雲の分市を，術度にふらつ矛のあるim倒

的な媒質の場として取扱う方法iこ従って，その中にあ

る辿星系の岡成分に作用する力の相閣から系の分)jr，時
聞を求めた結果，同成分のW.li:li初:0.01 pc以上ではそ

の他方;宇宙年令以下に仕ることを示した.制いて菊池

定自衛門氏〈東北大型U)は Schurerの時9;鑓換殺のカ

纏的意味について批判~Hした. 鏑木政厳正モ〈京大混〉

{主我々の銀河系の￡ドt~初; 15 kpcであるとL、う従来の

1iUが他の銀河系に比べ特大なので，その棋械を椴肘し

た結果を示した Stebbinsが深用した宇宙躍の光接

的厚さは小さすきaたので，これを 0.5ととると牛彼が

l1kpcに減じ文相針作}I.交の将計算からも 12kpcと

いう依になる.さらにその結決我々の銀河系の質置は

2x 10" M。が約半波し，仙の鎖河の{j{Jとも近づいて〈

るとのこ とである.

最後に迫力Hとして， 私山驚氏〈法政大〉は小破星

Hildaの臨界引敏8の時間に聖母する幽線の解析につい

て綬報を設表しその中の小~ 1.‘111と谷を結ぶ曲線が，

いずれも偏差.30。以内で正役曲線で表わされるこ とを

述べた..2目

第2 日の講演は主と して天ilr14海道l!~堅闘係で，はじめ

に野附鶴夫氏，清水ー郎氏〈東京天文盗)(割問縛久氏

作ることを試みた紡'*を迩べ，河鰭公昭氏〈京大型〉

{ま Ottawa の 2800Mc 太陽HL波ν;')~Uをそ し らべて，

その 27 1司周期触は太陽照駄のそれよりも大~<. し

かも活設な持拡yfrほどI弱者の聞係が大ミ?いことを以し

た.っきりこの周波紋の~1ìi:即日1助野が消滅した後も

その場所からま室生する ことになる.土屋淳氏{士大!湯'IIi

波のパー スト現象に際'して11:々 翻o'UIJされる約 2(t¥，'ρ周

波敏をおったm波を説明するため， magneωionicの

):1H~命を民間し， その際のヨp線型引には特別な技巧をほ

どこしてj丘似併を得ることを/J;した.

古畑正紋民， 周鍋浩富農民(京五〈天文様)(土i丘J炎~illi

星 UP宇gの光屯抑制から近星野iの主客船HiTI且の的問

軌道の軸が廻開する現象〉を除ILIL，そ;)/，'，J期が:Jp常

に大きいのをすべて内部構込・に蹄せば，そのボ リトロ

ープ指敏!主約 4.6，つまり'rl抗が中心にWiWしてし、み

という結論を仰ることを示した.次に4北t材正刺氏 (ω耳東I 

京天文E荻立誌め.う) 1はまi主泣ili叩1昂~，の反a射.t~敷投J来J

に及ぴすj彩必寝鰐華を翠迎迎l目!論的に論じ， それによって決定され

る星の賀洗にも補正をl喫することを訴し，従来の理I!論

よりも誼2んだ紡必を得た.

山本一清氏 〈則上矢文滋)(ま，太陥<isj現象の不述制

性と題 して，従来のm!!li柑針敏の袋現法の不趨舘であ.

ることを述べ，太陽のよIUIと球と前牛球とを別側に収援

った方がよいことを強制した. 機関夏雄氏 o巨大型11)

は McDonald矢文葺・で蝿影した 5つの C型且 WZ

C回， U Cyg， U Hya， RY Dra， V Aqlの赤から2庁、

外竣にかけてのスペクトルの線の波長・力闘定ならびに

比較について述べ，幻燈でそのマイクロ且・7 トメ ータ

ー記鍛を示した. ~高郎男窺E啓凋E畏そ o東使北大) (はま， J畠量1I附Ilj窪蜜怒~r

星問z窓さ間における飢併鵡動の鏑'態E世彼1(1にζよつてE生主じた中

佐傾犠であるとの考えから，朋愉的にその宇野JJr大d"

代讃〉が最近寄竜鞍コロナ硯iUUJ!fr・で府いている測光幾置 さ，速度等~算定し，間測とよ〈合うことを示した・

について報告した.これ{まタリウムランプの緑色の節 調E臓澄三郎氏〈京大)(ま Ao，Bd， B~ の符分光型に

線をコ白ナの緑色の卸線と比較する方訟で，従来の幾 ついてモデル大祭を計算し，電興程度や制度傾約えどどを

遣よりもよい成績をお8めてL、る.土田積氏， 縄井政 求めた後，射針iWfの構造をしらべ丈剥来・を泌ぺた.上

三氏， 夜間敏郎氏〈生駒山太陽腕測所〉は Waldmeier 野隼夫氏〈京大)(ま，先に同J;ti'}Z授裂したモデル大筑

のコロナ総督1線の翻測と生駒山における黒鉛の観測と の2f-髭T泌償吸収係鍛援をさらに肉制度(6040/Tの0.2

~比べてー， 6303線の5Dll.、と、ころはB型， F型のよう から 0..04'*で〉へ捌漉した結果~l'ß2.淡いそれぞれ

な活療な黒勤群と蹄係が傑<.永慣性も強いことを示 の場合に滋/Jt(.電子酪，化泉純成などが段収係般にど

し，同じく上岡氏嬬ぅ月:J;t及び湯浅沼Hをはコロナ控色卸 のような寄興をするかにつレて倫じた.つづいて宮本

線 ~'5694A の出現者!iJt売をしらべた結果， この郷線{ま 亙コ~iß.Eそ〈京大〉は太陽スベクトルの泣1. '疎外裁にあ
電隊度カ温めて高いものであろうと示唆じた.高倉. る永束力共鳴縦ラ イマVaがどのよ うな形をしている..a: (犬阪市大〉は太陽'Ili彼の蹴iUlJ資斜 〈名大祭壇研 かを論じ上11~伎の鍍や， non-coherent.倣飢の影響

の '600Mcデー タを含むうから太陽外}僚のモデル〈彩 を考慮し-C;，ーつの輪廓を出したがところがこれは最

'Ifiから.:%i:7ナにかけてのilM度と電子;密度どの分布〉を 沼ロケッ トによって腕測された結'*と一般t..ていない
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ごとな'1;した.島村繍太郎氏(j.frj;(携をき大)Iま民Q)，縫
句3のJJ;iÝ.{jE~;;'~‘こ於;する，*泌と「リ ウム v)j:ムK絞り然之1':

衡I配給 L:，その合平ntl乞任H1~{f定かある こと な冷じた.

鈴木義:iE.lモ(Jj(1~f: J'1!話番大){ま， 並Jl乙 j.Rの1t光}IIg~ ，こ1/:'

:Gi!，ら}，L ，;;光Àh'tJ :J，J:の}H~ ~による箆jftlま ， .I'UIこ凡か

けのものであって，それはすべて幾何態的に説明され

る去と合がした.づ、募宅r-上モ ()j(大)(まJJII誼的ðit~JlLi.な

すZゐhl.の大気の!陥射場を狗じた結決を;j-;し，大湯i脅籾

氏(J，{{ル;天文;~O はJil.の服lll1jlll:l期ヵ;銭湯によって どう

拠るかを初lωよりは 〈わし く線論的に論 じた.

位置天文畢第2問シンポジウム(苛nH午後)

10)J 17日I1二後2防法り開f桜"J11席者 29各，勾制

丸志郎iIの挑む'i及び1957--o~fての閥57f評判r::;ulリirt，こ闘す .

4島帯設が行われた.要旨Ij:，次の棋'(:ある.

f;， íit7.頭文~耶君:絞肘天文患についての最近の路間

間 :

街地~iiJiìJìの前[iil:[Ij，Hii'，・府県唱がi霊.繰り数J与分街，慌JJ~JJ

組bt分イ，:'<Wtずる.!JHm誕の影響FをJIHiじたi詰lli乃滞文献

をrl4Uに，)Î~lnl~';)分布を災わすこ三の壬・デルについ

て，その宇宙J~'W諭との|樹監や数般的なJ酎及レブiなど

な比較し 説いて最近 J.Neyman波の諮炎したl'il_舘

-~1=節分.((1'の新 {... t. 、i混在~M~イF じた，

2， 宮地政司君主極年1::於179悶際鰹度澗遣について

「今五的i年制WIりの議姉常勝。!tJ.-. y で開1111され，そ

め報告を入ζ予した. 制J~~!l1測陶係の項を抜7;:，。ーする とWI

ll!Hヱチャンド三 ー均J切にばること，fiilli.WJI土年守備P品民主判11年

侭決められるもの〈例えば rZT)が盟主 しゃ1 P 

ZT宅了使mするならばすr(古庄〈でFK3による刺測な

数行すべきこ と拠争告す4部'. 品争時i主~， iえび鍬磁;械のl相
抑的健邸宅t研究す治之lと.電波の体矯主主肢を?研鈍する

なめに無線納得{主公開削!の中Jf~同時受信が可胞となゐ

搬な刀泌を海[i¥l:オる?ζ と・おの報!明時 1*ゐ実けFE隣
府観illl]-r)1I寺刻と…致せしめる・こと等である」

これに野し'て各天文機関主意4式表示があったが，J.Ii

2京矢ヌ;畿ではm;t足のよFff義国世測はこの期間1記縞餌せし

め，PZ~J;と :放行さぜる . ぅï;Yit:了作慌(ま間に合ラ棋先

Sまさせj郎、.11!f;棋榔寺院もいi~を{主主として紛停州慨

に問l時交俗河口8の搬なj羽波書l，時刻，出力について椴

剣中である宝;I~11出ぬ事占{ま現在賞泊中のz業務で大短目的

右越せらオLると思ぬれる.

Zk7-~純度翻測19ft:'はこの緩俸制測を向標にP~Tの

新設・を;製求中''(，ある弓その偽i主従来の諸腕測を担化す

る制度'(i-jffiむつも 今iである.勝現:tEの子午織は台余り3ミ

〈ないので出来れば新品、唱に借り受けるか， 又は安閑望者

~UE*のWIのィ、放VJ僚出袋:-etが完成すればこれ・~利用

しlftl、.

ぶ者~大原・で;主人民，組織力関係から:会問診加{士制緩

だが部分的，こはJl:il二傘加したい.その認めに光也Fμf

i絡が完成すればその錠伎を京都にもおくこと又綿1ft砲

測のためにはJk械から矢広{儀を併すことも可能との時i

II-lが為った.

東北一大5告では今の庇参加7);r十1，1，まない.

以上セ諸島談合絡り，次le協和μとして今JIJ，n良部，11Ji

朔，1だ掲の日高利'{r滋I.:U して符をI~l じた.

太燭スペク卜)1-のシンポジアム 臼百2臼午後)

はじめに川口市郎氏 〈京大様)(お太陽ス〈タ トん

の71<~認の共鳴線 L<t (ラ イマ ン ・アルフ 7-鯨， 波長

1215A)の輪臨について述べた. 税論的にはは木正太

郎氏の non-eohercnt従鋭を考陛に入れた輪!おや，

，Jeffriesの Doppler数来によ る non-eoherency'a-

考えに入れた輪腕がI:HてL叫が，いずれもロケ ットに

よる翻:f{IJ結裂とは糾だ しく注ってし、る.これをどう解

繰すベラであるかについて楠々の議論があった.次iζ

上野季失氏 (京大息ll)Iま，太陽の封統肝心締法に|婦す

る Vitenseの新しL、研究を批判的に紹介 し， こみ栂の

問飽の根底に杭わるHi奇の附Mtにつし、ても飯事，没した，

おわり に河鰭公昭氏 CJ.!!:;J-:)ift)I主，太陽鮪調象と磁湯

とに1mするi長;丘の路研究合紹介し.がj鮒氏liHきの研究

〈滋主主体導j変が磁場の狩冶:にふって!1};，方性 を持つ 綾

合，及び Ha!l電流:会考慮に入れた場合の，magnet;o... 

hydro--dynamic waveにも言及した.

か〈 て，シンポジアム{約二後 6時墳に閉食した，
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